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1．はじめに

横浜駅は、東海道線、横須賀線、京浜東北線が乗

入れ、1 日の乗降人員が約 40 万人（当社管内 第 4

位）のターミナル駅である。当駅で 10年以上に渡っ

て施工されてきた MM21 線横浜地下駅新設工事が

一部を除き、今年度で完了する。

横須賀線ホーム大船側の既設階段は、幅員が狭く

旅客の流動が悪かったため、当箇所に幅員を広くし

た新設階段および新設エスカレータの設置工事を行

った。既設階段を共用しながら新設階段の施工を実

施した(図 1)。新設階段施工後に既設階段を撤去し、

新設階段を一時的に仮使用とし、その仮使用の階段

を本設する位置まで横スライドさせ本設階段として

共用した。階段スライドさせる事で工期短縮および

コストダウンが図れた。本報告では、新設階段の移

動(スライド)の施工について報告する。

2．施工概要

今回の階段スライドは、階段の上部のささら桁と下部

のささら桁を同時に横押しして、階段すべてを横移動さ

せる方法を採用した。階段移動量は 2,127mmで計画し、

図 2に階段スライドイメージ、図 3 に使用機材の設置図

を示す。また、階段ジャッキアップおよびスライドについ

て、ジャッキアップ箇所・ジャッキ能力・作業に要する時

間等が計画通りで施工可能であるかを検証するため試

験施工を実施した。

2.1 施工手順

①事前準備

階段移動用架台(Ｈ鋼)・作業足場および階段スライド

後の階段受台(図 4)の設置を昼夜間作業で行った。

また、下記のⅠ～Ⅲの作業も順に行った。

Ⅰ：階段を床面から浮かせるために、ジャッキアップ

設備(写真 1)を配置する。階段の上部と下部にそ

れぞれ設置する。

Ⅱ：階段を滑らせるために、スライド用チルタンク(写真

3)を配置する。チルタンクの載荷能力は２５t で、階

段上部と下部にそれぞれ設置する。

Ⅲ：階段を移動(スライド)させるために、スライド用油圧

ジャッキ(写真 5)を配置する。スライド用油圧ジャッ

キの揚力は 500kN、ストロークは 500mmである。
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図 3 階段スライド使用機材設置図

図 4 階段受け鋼台設置

スライド移動

2127

B1床版

建築壁

シンダーコン

STEP1．あと施工アンカー打設 STEP2．無収縮モルタル打設、山側受け鋼材設置

STEP3．海側あと施工アンカー打設、受け鋼材設置（移動当夜） STEP4．階段移動完了後、受け鋼材ボルト接合

スライド移動

2127

B1床版

建築壁

シンダーコン

スライド移動

2127

B1床版

建築壁

シンダーコン

スライド移動

2127

B1床版

建築壁

シンダーコン

移動後階段移動後階段 現状階段現状階段現状階段

東海道下り線

東海道上り線

横須賀線

図 2 階段スライドイメージ図

29 30 32 33 34 35 36 37 38 39 40 413128

東京方

根岸線 上り(４＃)

東海道本線 下り１番(５＃)

東海道本線旅客 下り(６＃)

東海道本線旅客 上り(7＃)東京方

R1-4R1-3R1-2R1-1

R2-1
R2-2

R2-3

R2-4

東海道本線 上り１番(８＃)

横須賀線 下り(９＃)

東海道線下りホーム(第２乗降場)

東海道線上りホーム(第３乗降場)

横須賀線ホーム(第４乗降場)

Ｋドメール

Ｄ通路 Ｅ通路

S2-1

S2-2 S2-4

S2-3 S2-5

S2-6

S2-7

S2-8
ホーム拡幅

横須賀線上り(新10＃)

東海道本線 下り１番(５＃)

東海道本線旅客 上り(7＃)

横須賀線上り(10＃)

東海道本線 上り１番(８＃)

横須賀線 下り(９＃)

横須賀線上
り(新10＃)

施工範囲

図 1 横浜駅位置平面図
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②階段ジャッキアップ

①のⅠのジャッキアップ設備(写真 1)を用いて階段を

ジャッキアップさせる(写真 2)。①のⅡのスライド用チ

ルタンク(写真 3)をジャッキアップ後、チルタンク設置

箇所に受台をブルマンで固定し、受台と階段移動用

架台の隙間にチルタンクを設置させる(写真 4)。ジャッ

キアップしている階段をチルタンク上にジャッキダウン

する。

③階段横スライド

①のⅢで設置したスライド用油圧ジャッキ(写真 5)を用

いて階段をスライドさせる。階段上部と下部とでスライ

ド量を合わせるために、別々の手押しの油圧ジャッキ

を使用し、１ストローク約 500mmで合計 5 ストロークに

わけてスライドした。スライド中、その都度階段上部と

下部のスライド量が同等程度であるか確認しながら油

圧ジャッキをストロークさせる。この時、チルタンクが逸

走しないように途中でストッパーを設置させ、起点と終

点方方向にズレが生じた場合は、横移動完了後に油

圧ジャッキまたはレバーブロックにて修正した。階段

移動中の施工時の写真を写真 6に添付する。

④階段ジャッキダウン

所定の移動量（2,127mm）まで階段をスライドさせたの

ち、写真１のジャッキアップ設備を階段スライドした箇

所まで移動させ、スライド用チルタンクおよび受台を

撤去するために、20mm 程度ジャッキアップし、チルタ

ンク撤去後に階段を所定の受台の位置に合わせてジ

ャッキダウンした。

⑤階段固定

ジャッキダウン後、階段上部はホーム桁と、階段下部

は事前に設置した受台とズレ止めアングルで位置を

合わせて設置する。図 5に階段接地詳細図を示す。

⑥仮覆工・通路切換

階段スライドのために使用した階段移動用架台・作業

足場の不要鋼材・落下防止用アドフラット等を撤去・

復旧する。また、通路形状に合わせて仮囲い・誘導タ

イル及び提示物の設置替えを行った。

3．施工実績・考察

今回の階段スライドは、終電後から初電までの間

で旅客の通行がない時間帯での施工となり、ミリ単

位での施工精度を求められたが、当日のリスクを極

力軽減するために事前準備作業を実施することで、

工程通り施工を行うことが出来た。
写真 5 スライド用油圧ジャッキ
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写真 4 チルタンク設置後

写真 6 階段スライド状況
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図 5 階段接地詳細図

写真 3 階段スライド用チルタンク




